
多様化する価値観を受け入れ 変化に挑戦する



A班の紹介



班の紹介



目指す社会



女性の社会進出が加
速していくなかで、
女性の自立と活躍を
応援していく社会。

目指す社会



実施に至る背景











女性は何に対してストレ
スを感じているのか



宮崎のめざす未来
（目的）

女性自身が総合的に自己分析する機会を提供し、その結果に
基づいた必要な支援や相談する窓口を提供することで働く
（働きたい）女性のストレスを少しでも解消し、女性が働き

やすい社会を実現する事を目的とします。



具体的な手法
自分が何に対してストレスや悩みを感じているのか、

どうしたら改善できるのか
更に深く考える環境を提案する事業を実施することにしまし

た。

対象：働いている女性
働きたい女性



①小橋広市氏による、現状
を客観視するライフチャー
トを用いたワーク型セミナ
ーを青年会議所メンバー向
けに行ってもらう

小橋広市（一般社団法人Self&Lifeコンディショニング協会）



〇学んだことについて私達青年会
議所メンバーでセミナーを開く

〇自己分析を行ってもらい、必要
としている支援や相談ができる
ブースへの誘導を行う

ライフチャートの例

②セミナーの実施



③会場内に設置した各相談ブースでの相談会の実施

自己分析の結果を踏まえて自身が解決すべき問題に向
き合うことができるようサポートする。



女性のためのお金の学校

橋本 とよみ

女性特有の体の悩み

㈱ ASXEED

十川 桃

自分の魅力を上げる生き方

合同会社アミシェノン

代表

黄規 有波



ファッションを通して
自分を楽しむ

㈱CONFIDENCE

坂元 亜樹奈

子育ての悩み

㈲日高ストアー

日高 ゆうみ



会場 宮崎婦人会館

予定人数 女性１０名

集客法 ①SNS等活用
②女性就労者が多い企業へ案内
③青年会議所メンバーの企業に案内



調査後

自己分析ができ、必要としている支援や相談を受けることができた
人の割合が８０％以上を目指す。

また年間２〜３回同様のセミナーと相談会を行ない、継続して検証
を行う。

④終了後、来場者へのアンケートを実施し、今
回の事業での満足度を調査



女性の社会進出が加速する昨今、徐々に進んでいる背景には課題が
山積みとなっている。

令和３年における女性の労働人口約3,057万人（44.6％）となってい
る。約１０年前の2,783万人（42％）に比べてわずか2.6％しか上昇し
ていない。働くことに対する意識や管理職の割合、給与など様々な
部分で男女の格差が埋まらないことが現状となっている。

この事業を通じて女性が自分自身への認識を深めるだけでなく、参
加者に限らずパートナーや所属企業の参加も促せるようなセミナー
へ成長することを目標としていく。


